
新型コロナウィルス感染症について
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新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の現状と対策、克服後の変化

①感染症患者の発生・相
談件数等

②学校（園）、児童クラブ
の状況

③市主催行事、市有施設
の状況

④売上減少件数

⑤ コンベンション数、岡山
城天守閣入場者数

新型コロナウィルス
感染症の主な現状

≪国の緊急経済対策≫

①官民を挙げた経済活
動の回復

②強靭な経済構造
の構築

Ｖ字回復支援
克服後の変化（例）
（アフターコロナ）

≪岡山市５月補正予算≫
一般会計
777億38百万円
（内一般財源36憶17百万円）

① 感染拡大防止、早期
収束への対応

② 中小企業・小規模
事業者に対する支援

③ 市民生活に対する
支援

緊急支援
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【現状①】 感染症患者の発生・相談件数等

緊急事態宣言の状況

令和２年４月 ７日
令和２年４月16日
令和２年５月 ４日
令和２年５月14日

東京都など７都府県に緊急事態宣言を発令
対象区域を全都道府県に拡大
５月31日まで延長
緊急事態宣言を３９県で解除
⇒ 岡山県の緊急事態宣言期間：４月１６日～５月１４日

岡山市における感染症患者の発生件数 （５月２２日現在）

１６事例 （１例目発生：３月２２日 ～ １６事例目発生：５月１１日）

保健所への相談件数・ＰＣＲ検査数の推移
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【現状②】 学校園、児童クラブの状況

学校

①臨時休校の期間

小・中学校 令和2年3月2日（月）～3月25日（水）
令和2年4月21日（火）～5月20日（水）

後楽館高等学校 令和2年3月2日（月）～3月19日（木）
令和2年4月20日（月）～5月20日（水）

②学校の再開日

令和2年5月21日（木）
※ 小・中学校については5月28日（木）から通常の教育活動再開
※ 部活動は5月28日（木）から実施可能

放課後児童クラブ

小学校の一斉臨時休業に伴い、臨時休校期間中は長期休業時に準じて開所していたが、市立小学校
が5月21日（木）から再開することに伴い、学校活動終了時刻に合わせて開所

保育園・認定こども園・市立幼稚園

保育園・認定こども園 登園自粛を要請 令和2年4月18日（土）～5月20日（水）
※ 保育を必要とする場合は受け入れる

市立幼稚園 休園 令和2年4月18日（土）～5月20日（水）
※ 必要な児童には保育を行う
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【現状③】 市主催行事、市有施設の状況

市有施設

各業種の感染拡大予防ガイドラインに基づく感染予防策を踏まえた対応等を行い、以下のとおりとする

① 県外利用者が相当数見込まれる施設（※）は閉館・利用休止を継続
※岡山城天守閣（６月１日開館予定）、たけべの森公園、犬島公園、犬島自然の家

② その他の施設は感染予防対策を徹底のうえ5月11日（月）より順次利用再開

③ 図書館は子どもの居場所等を確保するため5月9日（土）より全館開館

市主催行事

市主催の開催に関する方針について、適切な感染予防策を実施したうえで以下のとおりとする

① 屋内であれば100人以下、かつ収容定員の半分以下の参加人数にする

② 屋外であれば200人以下かつ人と人との距離を十分（できるだけ２ｍ）確保する
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【現状④】 市内中小企業の売上の状況

※２：４月２１日時点は３月２日から４月２１日までの件数、５月１１日時点は３月２日から５月１１日までの件数を集計

※１：セーフティーネット融資保証制度とは、新型コロナウィルス感染症の拡大などの理由により、経営に支障をきたしている中小企業が
市町村の認定を受けることで、一般的な保証枠とは別に保証を受けることができる制度。

セーフティーネット融資保証制度（※１）の対象として市が認定した件数から作成。
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【現状④】 市内中小企業の売上の状況（業種別）

※２：４月２１日時点は３月２日から４月２１日までの件数、５月１１日時点は３月２日から５月１１日までの件数を集計

※１：セーフティーネット融資保証制度とは、新型コロナウィルス感染症の拡大などの理由により、経営に支障をきたしている中小企業が
市町村の認定を受けることで、一般的な保証枠とは別に保証を受けることができる制度。

セーフティーネット融資保証制度（※１）の対象として市が認定した件数から作成。
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【現状⑤】コンベンション数、岡山城天守閣入場者数

（予定されていたコンベンションで中止・延期になったもの）
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岡山市の推計人口の推移

令和２年３月及び４月は、過去２年間とは異なり、「やや上振れ」の傾向が見られる。

（資料）岡山県毎月流動人口調査結果から作成

（人）

※各年の数値は、前年10月から同年９月までの値。各月１日時点の推計人口
※令和２年５月１日の推計人口は、岡山市算出の数値
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日本人の社会動態の推移

過去２年間とは異なり、 「やや上振れ」の傾向が見られる。

（資料）岡山県毎月流動人口調査結果から作成

（人）

※各年の数値は、前年10月から同年９月までの値。
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外国人の社会動態の推移

日本人の社会動態とは異なり、「やや下振れ」の傾向が見られる。

（参考）外国人の主な上陸拒否について
２月 １日 中華人民共和国湖北省
２月13日 中華人民共和国浙江省 等
３月 ７日 大韓民国 等
３月19日 ｲﾀﾘｱ共和国（一部）・ｽﾍﾟｲﾝ王国（一部） 等
３月27日 欧州21か国 等
４月 ３日 中華人民共和国、ｱﾒﾘｶ合衆国、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ連邦

共和国、ﾍﾞﾄﾅﾑ社会主義共和国、台湾、ﾌｨﾘ
ﾋﾟﾝ共和国 等 計73の国と地域が対象

４月29日 ﾛｼｱ連邦 等 計87の国と地域が対象
５月16日 計100の国・地域が対象
※出入国管理及び難民認定法に基づく上陸拒否
（主に滞在歴がある、旅券所持の外国人が対象）

（人）

※各年の数値は、前年10月から同年９月までの値。
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３月～４月の県外社会動態の推移

【日本人】 これまでは社会減が進んでいたものの、令和２年は一転して抑制傾向となっている。昨年に比し、転入者
が増加（+366人）し、転出者は減少（▲589人）している。
【外国人】 転入者が減少（▲652人）する一方、転出者が増加（+199人）している。

（資料）岡山県毎月流動人口調査結果から作成
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※令和２年４月の社会動態は、岡山市算出の数値
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３月～４月の圏域別社会動態の推移（日本人）

【転入】 昨年に比し、東京圏（+93人）、大阪圏（+84人）、国外（+96人）の増加が顕著。
【転出】 昨年に比し、東京圏（▲165人）、大阪圏（▲104人）、中国（山陽）（▲99人）、国外（▲95人）、その他（▲105
人）の減少が顕著。

【転入】

（資料）岡山県毎月流動人口調査結果から作成
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※令和２年４月の社会動態は、岡山市算出の数値
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３月～４月の圏域別社会動態の推移（外国人）

【転入】 昨年に比し、国外からの転入が減少（▲716人）が顕著。
【転出】 昨年に比し、県外（国内）（+193人）の増加が顕著。

【転入】

（資料）岡山県毎月流動人口調査結果から作成
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働き方の変化
・テレワークやローテーション勤務
・会議はオンラインで

→働く場所など労働環境の変化

教育の変化
・学校の１人１台パソコン整備
・オンライン学習の進展

→教育環境、学び方などの変化

暮らしの変化
・ 通販、キャッシュレスの利用加速
・ 自宅で動画やオンラインを活用
・ すいた時間、場所を選ぶ

→消費行動、コミュニケーションなどの変化

産業活動の変化
・企業が進める「非対人」「無人化」の加速
・過度のグローバリゼーションの抑制・国内回帰
・企業間のシェアリングやマッチング（人材）

→企業活動などの変化

中長期的な市政運営に
必要な視点は？

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の現状と対策、克服後の変化

①感染症患者の発生・相
談件数等

②学校（園）、児童クラブ
の状況

③市主催行事、市有施設
の状況

④売上減少件数

⑤ コンベンション数、岡山
城天守閣入場者数

新型コロナウィルス
感染症の主な現状

≪国の緊急経済対策≫

①官民を挙げた経済活
動の回復

②強靭な経済構造
の構築

Ｖ字回復支援
克服後の変化（例）
（アフターコロナ）

≪岡山市５月補正予算≫
一般会計
777億38百万円
（内一般財源36憶17百万円）

① 感染拡大防止、早期
収束への対応

② 中小企業・小規模
事業者に対する支援

③ 市民生活に対する
支援

緊急支援

イノベーションの進展・
社会実装
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